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インストールの前に

IMC の動作環境

IMC ソフトウェアは、Windows および Mac OS の環境で動作します。ソフトウェ

ア開発言語は JAVA Application です。このため実行には、JAVA のインストール

が必要です。また、IMC HardKey(LDK Dongle) ライセンス版を購入された場合は、

USB ポートのあるコンピュータにインストールする必要があり、このとき LDK ドン

グル用 Runtime Environment のインストールも必要となります。

必要ハードウェア

OS:　Windows 10, 11 および Mac OS X.14 11, 12, 13, 14　（新ドングルおよびアク

ティベーションライセンスが対応）

OS: 旧ドングル（SHK) は Windows10 および Mac OS 10.13, 10.14 のみ対応

必要 Memory 容量：最低 512MB
 推奨：微生物ゲノム 1024MB 以上

 推奨：真核生物ゲノム 2048MB 以上

必要ディスク容量：最低 16GB（データに依存）

ディスプレイサイズ（単位ピクセル）

 最低　スタンダード版　700W X 720H
 　　　ゲノミクス版　　700W X 610H
 　　　アレイ版              700W X 870H         
 推奨    スタンダード版  1000W X 800H
 　　　ゲノミクス版  1000W X 800H
  　　　アレイ版　　　 1200W X 1000H
周辺機器：2 ボタンマウス

USB ポート：　１つを占有（新旧ドングルライセンスの場合）、アダプタ経由で

USB-C ポートも使用できます。

必要ソフトウェア

 Eclipse Temurin Version 8 (LTS)  
EclipseTemurinJDK は以下からダウンロードできます。

https://adoptium.net/temurin/releases/
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パッケージに含まれる内容

インシリコモレキュラークローニングパッケージには以下のものが含まれていま

す。

1. セットアップ用 USB メモリー

• IMC インストーラ（Windows 用と Mac 用が同梱）

• Runtime Environment インストーラー (Windows 用 , Mac 用が同梱）

2. LDK HL key（USB Type-A ポート用） １個　（LDK ライセンスの場合のみ）

3. インストールガイド（本紙）  1 冊
4. ライセンスシート 1 部

旧ドングル SHK から新ドングル LDK への切替

2023 年 3 月末、旧ドングル SHK ライセンスの新規出荷は終了しました。

2023 年 4 月からは新ドングル LDK ライセンスが出荷されます。

旧ドングル (SHK）を新ドングル（LDK) への交換をご希望の場合はインシリコバイ

オロジー社にご連絡ください。
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IMC のインストール手順

インストールを行う予定の PC が IMC のインストールに適合した仕様になっている

かをご確認の上、Windows の場合は Administrator 権限でインストールを実行して

ください。Mac の場合は、インストール途中で管理者パスワードを要求されます。

試用版がインストールされている場合

試用版を最近インストールされた場合で同じ PC または Mac 上で正規ライセンス

を使用される場合は、現在インストールされている IMC をそのまま使用できます。

IMC のインストールは必要ありません。この場合でもドングルドライバーのインス

トールは必要です。

インストール作業に必要な周辺機器

USB2 Type-A Port
USB Type-A Port がない場合、市販の Type-C - Type-A 変換アダプターをお使い

ください。

USB Port がない場合は、USB Port なしでセットアップを実行できるインストール

プログラムを弊社 HP からダウンロード可能です。ただし、ドングルライセンスは常

時 1 個の USB Port を専有します。

インストールプログラム

IMC ソフトウェアは IMC インストール USB からのインストールあるいはインター

ネットからのダウンロードによるインストールが行えます。インストール USB 内の

インストールプログラムもダウンロードによるインストールプログラムも、インス

トールされるソフトウェア機能には変わりありません。

インストールからソフトウェアを起動するまでのあらすじ

インストールのあらすじを理解の上インストールするとトラブルが少なくなりま

す。アクティベーションライセンス（ソフトライセンス）の場合には、LDK Runtime 
Environment のインストールは不必要です。

アドミニストレータ権限をもつユーザでのインストールが必要

IMC 本体のインストールには、管理者権限が必要です。あらかじめ、管理者権限を

もつユーザでログインしてから、インストールを実行してください。
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Java Runtime Environment のインストール

IMC のインストールに先立って、Java のインストールが必要となる場合がありま

す。Java がインストールされていない場合には、Eclipse Temrine  Version 8 (LTS) 
をインストールしてください (P10)

ドングル用 Runtime Enviroment のインストール（新ドングル :LDK）

HardKey（LDK Dongle） ラ イ セ ン ス の 場 合 は Sentinel Hardkey Runtime 
Environment をインストールします。（P14)

• Windows の場合 : P14
• MacOS の場合 : P15

IMC インストールの開始

1. インストール USB を挿入し、IMC インストールプログラムを解凍しダブルク

リックして起動します。

2. メニューから「in silico MolecularCloning(R) のインストール」を実行します。

• Windows の場合 : P16~
• MacOS の場合 : P21~

IMC 本体のインストールの流れ

1. 使用する言語を選択します（現在は英語と日本語のみから選択）。

2. エンドユーザ使用許諾契約書への同意が要求されます。

3. IMC は以下のフォルダーにインストールされます）。

C:\Program Files (x86)\isb\imc (Windows の場合 )

Applications\imc (Mac OS X の場合）

4. Java Memory Size の指定を要求されます。

Java Memory Size は実装されているメモリーサイズより小さな数値にします。

32bitOS の場合は、Windows では 1400MB 以下、Mac では 2000MB 以下に設定

します。64bitOS の場合は、実装メモリーサイズ以内に設定します。

5. IMC ソフトウェアのインストールが完了します。

インストール完了からソフトウェア起動までのあらすじ

1. HardKey(LDK Dongle) ライセンスの場合は、USB ポートに LDK ドングルを

挿入することが必要です。

2. SoftKey(Activation) ライセンスの場合は、別途インシリコバイオロジー社か
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ら送付されたライセンス情報シートに記載されたユーザ名、パスワードを使用

して、アクティベーションを行います。

3. IMC が起動し、IMC のスタートウィンドウが表示されます。
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Java のダウンロードとインストール

インシリコモレキュラークローニング（IMC）のインストールに先行して、Eclipse 
Temurin Version 8(LTS)のインストールが必要となります。すでにJavaがインストー

ルされている場合は、その Version が 8(1.8) であることを確認します。他の Version
では IMC が正しく動作しない場合があります。以下の URL にアクセスします。

https://adoptium.net/temurin/releases/?os=any&arch=any&package=any&versi
on=8

 

• Operating System を選択します。 
• Architecture を選択します。

• Package Type を選択します。

• Version を選択します。

Windows の場合

Operating System: Windows

Architecture: X64
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Package Type: JDK

Version : 8 - LTS

Mac の場合

Operating System: MacOS

Architecture: X64

Package Type: JDK

Version : 8 - LTS
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ドングル (LDK) とは？

この説明は、Hardkey(Dongle) ライセンスで使用されるドングルに関する説明です。

SoftKey(Activation) ライセンスの場合は、不必要です。

ドングルは IMC のライセンスを管理するためのハードウェアキーです。ドングル

は USB メモリー形状をもち、PC や Mac の USB Type-A Port に差し込んで使用しま

す。 下の写真は、インシリコバイオロジー社が採用しているドングル (Sentinel LDK 
HL-Max Key）の概観です。

HarKey ライセンスでは、このドングルをライセンス認証機器として使用します。

このため、IMC の起動から終了のまでの間、USB ポートの１つに差し込まれている

ことが必要です。また、IMC の Version Up の場合、さらに、IMC のライセンス更新

する場合にも必要となります。
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LDK ドングル使用上の注意事項

1. IMC の起動から終了のまでの間、USB ポートの１つに正規に発行された

LDK ドングルが差し込まれていることが必要です。

2. IMC の Version Up の場合、および、IMC のライセンス更新する場合にも、

必要となります。

3. LDK ドングルが動作するには、Runtime Enviroment のインストールが必要

となります。

5. ドングルは Windows と Mac の両方で使用できます。すなわち、Windows
と Mac の両方に IMC をインストールしておき、LDK ドングルを交互に差し換

えることにより、１つのライセンスで Windows と Mac の両方で IMC を使う

ことができます。

6．プログラムが起動から終了までの間では、LDK ドングルを引き抜かないよ

うにしてください。誤って、途中で引き抜いた場合、エラーが発生する場合が

あります。

7. IMC が起動する前、および終了後は、いつでも LDK ドングルを USB ポー

トから引き抜くことができます。この場合、ドングルの LED が点灯していて

もかまいません。

8. USB Hub 経由でも利用できますが、Hub の種類によっては、まれに認識さ

れない場合もあります。

9．LDK ドングルを USB ボートに差し込むと赤色の LED が点灯します。これ

が消えている場合は、ドングルが認識されていない状態を示します。多くは、

Runtime Environment が正しくインストールされていないために発生します。
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RTE:Runtime Environment のインストール

HardKey(Dongle) ライセンスの場合は、RTE: Runtime Environment のインストー

ルが必要となります。RTE は IMC Install USB メモリーに含まれており、IMC のイ

ンストールに先立って RTE のインストールを実行する必要があります。

アクティベーションライセンスの場合は、RTE のインストールは不要です。

Windows の場合

1. IMC Install USB　> Windows > Runtime Environment > Setup にある

HASPUserSetup.exe をダブルクリックします。

2. インストールが開始されます。

3. Next ボタンをクリックすると、License Grant/Warranty for Software（ソ

フトウェア使用許諾書）が表示されます。

4. 「I accept the terms in the license agreement」をオンにして、Next ボタン

をクリックします。

5. 次に、セットアップタイプを選択します。通常は「Complete」をオンにして、

Next ボタンをクリックします。

6. インストールボタンをクリックすると、ここからインストールが実行開始とな

ります。

7. インストールが完了となります。

6. 「Finish」をクリックして、インストーラを閉じます。
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Mac OS の場合

HardKey(Dongle) ライセンスの場合は、RTE: Run Time Environment のインストー

ルが必要となります。RTE は IMC Install USB メモリーに含まれており、IMC のイ

ンストールに先立って RTE のインストールを実行する必要があります。

SoftKey( アクティベーション ) ライセンスの場合は、RTE のインストールは不要

です。

1. IMC Install USB　> Mac > Runtime Environment にある Sentinel_Runtime_
Installer_Scripts.dmg をダブルクリックして、解凍します。

2. 解凍された Sentinel_Runtime_Installer_Scripts.pkg をダブルクリックしま

す。

3. インストーラダイアログが開きます。

4. そこにある Sentinel Runtime.pkg をダブルクリックします。

5. 「はじめに」からの手順に従って、インストール操作を行います。

6. 途中で「外部の領域にアクセスを許可します」とのプロンプトが表示されます。

7. 「許可」をクリックします。
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IMC 本体のインストール (Windows)
インストールプログラムのメニューから選択します。

IMC Install USB からのインストール

1. IMC Install USB にある imc-windows.zip を解凍します。既に解凍されている

場合は４から実行します。

2. USB 上で解凍するより、デスクトップなどへコピーしてから解凍する方が早

く解凍できます。

3. 解凍されると setup.exe が生成されます。

4. setup.exe をダブルクリックします。

5. インストール実行確認メッセージが表示されます。

6. 「はい（Yes）」をクリックすると、インストールが開始されます。

7. IMC インストーラが起動されるので、その質問に答えていきます。

8. 最初にインストール時に使用する言語を選択します。現在は英語と日本語から

選択できます。

in silico Molecular Cloning Install Guide
in silico biology

15



9. この画面では「次へ（N)」をクリックします。

IMC ソフトウェア使用許諾契約への同意

10. インストール画面は IMC ソフトウェアの使用許諾契約書の文面を表示しま

す。

11. これをよくお読みになり（印刷ボタンをクリックすると印刷も可能です）、

契約に同意する場合は、「同意する」ボタンをクリックしてください。

12. NEXTボタンをクリックするとインストールが続行されます。「同意しない」

ボタンをクリックされた場合は、インストールは途中終了してしまい、インス

トールは行われません。誤って、「同意しない」をクリックされた場合は、も

う一度最初からインストール作業を行ってください。

インストールディレクトリの指定

13. IMC ソフトウェアは以下のディレクトリー・フォルダーが IMC ソフトウェ

アホームディレクトリとなっています。日本語 Windows では、「\」は「￥」

と表示されます。

C:\Program Files (x86) \isb\imc

14. 「次に」をクリックします。
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15. （非推奨）デフォールトディレクトリと異なるディレクトリを IMC ソフト

ウェアのホームディレクトリとしたい場合は、参照ボタンをクリックし、続い

て表示されるファイル選択画面からディレクトリを指定してください。これで

インストールの準備が完了します。確認画面に設定項目が表示されます。

16. 設定項目に変更がなければ「インストール」ボタンをクリックします。

インストールの実行開始

17. インストールが開始されます。インストール中は下のメッセージが表示さ

れます。
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NCBIBlast+ の自動インストール

IMC のインストール中に自動的に NCBI Blast+ のインストールが開始されます。

IMC のインストール画面の裏側に隠れている場合がありますので、IMC のインス

トールが長時間かかると思われる場合は、IMC のインストール画面を移動してくださ

い。NCBI Blast+ のインストーラがクリックを要求している可能性があります。

Java Memory Size の入力

18. インストール中に Java が必要とするメモリーサイズを指定します。このサ

イズは、コンピュータに実装されているメモリーの大きさを超えないようにし

ます。入力単位は、MB（メガバイト）です。

19. この前後で、使用されているウィルスチェックソフトウェア等から警告メッ

セージが表示されることがあります。その場合は、一時的に許可をします。

• このメッセージや操作方法はウィルスチェックソフトウェアの種類により異な

りますので、詳しくはウィルスチェックソフトウェアの説明をご覧ください。

20. 浮動ライセンスの場合は、「閉じる」をクリックします。すると、インストー

ルは終了します。

IMC のインストール完了

21. これで、IMC のインストールは終了し、完了メッセージが表示されます。
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22. 「了解」をクリックするとインストーラも完了します。
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IMC 本体のインストールの実行 (Mac OS の場合 )
Mac OS の場合は、以下のようにインストールを実行してください。

IMC Install USB からのインストール

1. IMC インストール USB を USB スロットに挿入します。インストール USB を

開き、mac というフォルダーの中にある imc-macos.tar.gz をデスクトップな

どに保存します。すでに解凍されている場合は、３に進みます。

2. 保存した imc-macos.tar.gz を右クリックします。「このアプリケーションで開

く＞アーカイブユーティリティ .app」を選択します。

3. 圧縮ファイルが展開され pkg ファイルが生成されます。そのアイコンを右ク

リックし「このアプリケーションで開く＞インストーラ .app」を選択します。

4. 「imc.installer.pkg の開発元を検証できません。開いてもよろしいですか？」

というメッセージダイアログが表示されますので「開く」をクリックします。

5. IMC Mac Installer が起動します。

6. 続けるをクリックします。

IMC ソフトウェア使用許諾契約への同意

7. つぎに、インストール画面は IMC ソフトウェアの使用許諾契約書の文面を表
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示します。続けるをクリックすると、ポップアップウィンドウが開き、使用

許諾契約書に同意する、同意しない、使用許諾契約書を読むなどのボタンが

表示されます。

8. これをよくお読みになり（印刷ボタンをクリックすると印刷も可能です）、契

約に同意する場合は、「同意する」ボタンをクリックしてください。

9. インストールが続行されます。「同意しない」ボタンをクリックされた場合は、

インストールは途中終了してしまい、インストールは行われません。誤って、

「同意しない」をクリックされた場合は、もう一度最初からインストール作業

を行ってください。

インストールディレクトリの指定

10. 次に表示される以下の画面では、IMC ソフトウェアをインストールする

ディレクトリを指定します。
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11. 以下のディレクトリー・フォルダーが IMC ソフトウェアホームディレク

トリとなっています。

Applications\imc 

12. これでインストールの準備が完了します。

インストールの実行開始

インストールボタン をクリックすると、管理者用パスワー

ドの入力が促されます。

13. インストールが開始されます。

Java Memory Size の入力

14. インストール中に Java が必要とするメモリーサイズを指定します。この

サイズは、コンピュータに実装されているメモリーの大きさを超えないよう

にします。入力単位は、MB（メガバイト）です。
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15. この前後で、使用されているウィルスチェックソフトウェアや外部領域へ

のアクセス監視機能等から警告メッセージが表示されることがあります。

16. その場合は、一時的に許可をします。このメッセージや操作方法はウィ

ルスチェックソフトウェアの種類により異なりますので、詳しくはウィルス

チェックソフトウェアの説明をご覧ください。

17. メモリー設定が完了すると上のメモリー設定完了メッセージが表示されま

す。

IMC 本体のインストール完了

これで、IMC 本体のインストールは終了します。
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インストール中のトラブル

インストール中にエラーとなるケースは以下のようなものが考えられます。

Java が正しくインストールされていない

IMC のインストールおよびその後の利用のためには、Java が予めインストール

されていることが必要です。

Windows 64-bit へのインストール時に 1721 というエラーとなる

Java の 64-bit 版はすでに正しくインストールされているにも関わらず、

Windows 64-bit へのインストール時に Error 1721, There is a problem with this 
Windows Installer package. というエラーとなる。

Java のうち 64-bit だけをインストールされている場合は、32-bit のインストー

ルも併せて実行してください。このインストールでは、sysWOW64 以下に 32-bit 
Java が入ります。

Windows へのインストール時に 740 というエラーになる

Windows では、UAC(User Account Control）という機能があり、

この機能が新規ソフトウェアのインストールを妨害する場合があります。インス

トール時には、UAC の設定を最低にしてください。

 "Could not create the Java virtual machine" Error が表示される

メモリーサイズの設定が、実装メモリーサイズを超えています。メモリーサイズ

を実装メモリーサイズ以内に変更します。32-bit マシンの場合は、実装サイズ以内

であっても、Windows では 1400MB 以内、Mac では 2000MB 以内に設定します。

その他のトラブル

上記以外のトラブルについては、フォーラムをご覧ください。

http://www.insilicobiology.co.jp/forum
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メモリー割当の変更

下記のメモリーサイズ変更ユーティリティによる方法のほかに手動で編集する方法

もあります。インストール時は、このユーティリティが自動的に実行され、メモリー

サイズを初期設定することができます。

Windows の場合

1. IMC を一旦終了させます。

2. スタートメニューから「すべてのプログラム（P)」-->「in silico biology, 
inc.」--> IMC を選択、最後のメニューで「IMC Memory Setting」を選択します。

3. すると、Java メモリー割当変更ユーティリティが起動します。

4. ウイルスチェックプログラムなどがインストールされている場合は、それ

らのソフトウェアからの警告メッセージが表示される場合があります。警告

メッセージが表示された場合は、「一時的にスクリプトの実行を許可する」な

どを選択し、一時的に Java メモリー割当変更ユーティリティの実行を許可し

ます。

5. Java Memory 変更ウィンドウが表示されます。

6. 変更したいサイズに Java メモリー割当を入力し、「設定」ボタンをクリッ

クします。

7. この後、ウィルスチェックプログラムからの警告メッセージが表示される

場合がありますが、同様に「一時的にスクリプトの実行を許可する」などの対

応をします。

8. 「Java Memory Size Changed」というメッセージが表示されます。

9. 「了解」をクリックします。
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10. これで、Java メモリー設定は完了です。

Mac OS の場合

1. 管理者権限でログインします。

2. フォルダー「/Applications/imc/bin」の下にある、memset.command をダ

ブルクリックします

3. Java メモリー割当変更ユーティリティが実行され、変更するメモリー数値

を入力するためのダイアログが表示されます。

4. 実装メモリーサイズを最大値として、Java メモリー割当サイズを入力し、

「セット」ボタンをクリックします。

5. Java メモリー割当設定完了メッセージが表示されます。

6. 「OK」ボタンをクリックします。

7. メモリー設定が変更され、ユーティティが終了します。
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IMC のアンインストール方法

Windows と Mac ではアンインストール方法が異なります。それぞれの OS でのア

ンインストールを行ってください。

Windows の場合

コントロールパネルの「プログラムと機能」を使って、IMC のアンインストール

を行います。

1. 「スタート」　→　「コントロールパネル」　→　「プログラムと機能」をクリッ

クします。

2. 「プログラムのアンインストールまたは変更」ウィンドウが開きます。現在

インストールされているプログラムのリストが表示されます。

5. リスト中から、 in silico MolecularCloning(R) という項目を選択します。

6. リスト上部のアンインストールボタンをクリックします。

7. プログラムのアンインストールが開始されます。

Mac OS の場合

プログラムがインストールされているフォルダー以下をすべて「ゴミ箱」に入れま

す。

/Applications/imc
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ライセンス・アクティベーション操作

SoftKey( アクティベーション ) ライセンスの場合は、以下の操作が必要です。

操作中には、送られてきた「ライセンス情報」シートを参照します。

送られてきた USB からの IMC をインストールします。

旧ライセンスファイル license.properties を別の場所に移動するか、ファイル名を変更します。

IMC を起動します。

起動後に以下のメッセージが表示されます。

上記ダイアログが表示されない場合は、旧ライセンスファイルが移動されてないことが原因である可能性が

あります。

旧ライセンスファイル「license.propterties」が保存されているディレクトリを確認し、旧ライライセン

スファイルを別のディレクトリーに移動するか、あるいはファイル名を変更します。スタートキーから、in 
silico biology, inc. -> Activation （あるいは NewShortcut4）をクリックします。

License Activation をクリックします。

「ISB Software アクティベーション」ダイアログが表示されます。

インターネットに直接アクセスできる場合は、「インターネット経由でアクティベーション」ラジオボタン

をオンにします。インターネットにアクセスできない場合は、こちらにお進みください。

「次へ >」ボタンをクリックします。

My ISB Software アカウントにログイン」ダイアログが表示されます。
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「ライセンス情報」シートに記載されている、ユーザ名とパスワードを入力します。

「次へ」をクリックします。

「ISB Software アクティベーション」ダイアログが表示されます。

現在有効なライセンスのリストが表示されています。

アクティベーションするライセンスを選択します。

「アクティベーション」ボタンをクリックします。

アクティベーション実行確認メッセージが表示されます。

ライセンス ID、ライセンス種別、ライセンス満了日が表示されます。

永久固定ライセンスの場合は、2050 年 1 月 1 日の満了日となっています。
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内容が正しければ、「はい（Y)」をクリックします。

ISB Software アクティベーション完了メッセージが表示されます。

「閉じる」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じます。

IMC の起動時にアクティベーションした場合は、しばらくすると IMC が起動します。

起動しない場合は、デスクトップの IMC アイコンをダブルクリックします。

IMC が起動します。

スタート画面が表示されます。エディションによって背景カラーは異なります。
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使用機器の切替

IMC のライセンスは何度でも別の PC や Mac に切り替えることができます。

ライセンス更新操作と同様に、ログインして、「ISB Software アクティベーション」ダイアログを表示し

ます。

現在有効なライセンスのリストが表示されています。

「使用中」となっているライセンス認証を解除（非アクティベーション）したいライセンスをクリックします。

ライセンスの解除

1. そのライセンス行がハイライトされ、同時に「非アクティベーション」ボタン

がクリック可能となります。

2. 「非アクティベーション」をクリックします。

3. 確認メッセージ「IMC XXXXXX を非アクティベートしますか？」というメッ

セージと、対象となるライセンス ID、ライセンス種別、満了日が表示されます。

4. ＯＫであれば、「はい（Ｙ）］をクリックします。

5. 「非アクティベーションが完了しました。ライセンスは他のＰＣでお使いただ

けます。」というメッセージが表示されます。

6. 「閉じる」をクリックします。

7. ISB Software アクティベーションダイアログが閉じます。

8. これでこのライセンスを別の PC や Mac で使用するためのアクティベーション

を実行できるようになります。

9. 非アクティベーションした PC や MAC で再度、アクティベーションすること

も可能です。
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IMC の起動と終了

IMC の起動

1. LDK ライセンスの場合は、LDK ドングルを USB ポートに差し込みます。ア

クティベーションライセンスの場合は、すでにアクティベートされている場合

は何もする必要はありません。

2. IMC のデスクトップアイコンをダブルクリックします。

• 

3. すると以下の IMC 初期画面が表示されます。

4. 初期画面をクリックします。

5. すると、IMC のメイン画面が表示されます。
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IMC 起動時に考えられるトラブル

 IMC 初期画面が表示されない場合は、以下のようなケースが考えられます。

原因 1：IMC のインストールがうまくいっていない。

対処：インシリコバイオロジー社にメールで対処方法を聞く。

原因 2：Java がインストールされていない。

対処：Java をインストールする。

原因 3：ライセンスファイルが所定の場所にない。

対処：IMC のライセンスを取得する

原因 4：ライセンスがない

対処：IMC のライセンスを取得する

原因 5：試用ライセンスの場合、試用ライセンスの試用期限が過ぎている。

対処：IMC の正規ライセンスを取得する

原因 6：他の画面の裏に隠れている

対処：他の画面を動かして、IMC の起動画面が見えるようにする。
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IMC の手動による起動

Windows の場合

1. コマンドプロンプトを起動します。

2. コマンドプロンプトのコマンドラインからコマンドを入力して操作します。

3. IMC がインストールされているディレクトリに移動します。

>cd c:\Program fi les (x86)\isb\imc\bin

4. IMC を起動するためのコマンドを入力します。

>java -Xmx1000mx -jar ImcLauncher.jar

Mac OS X の場合

1. ターミナルを起動します。

2. ターミナルのコマンドラインから操作します。

3. IMC がインストールされているディレクトリに移動します。

>cd Applications/imc/bin

4. IMC を起動するためのコマンドを入力します。

>java -Xmx1000mx -jar ImcLauncher.jar

IMC の終了

1. メニューバーから File → Exit を選択します。

2. 確認メッセージが表示されますので、OK をクリックします。

3. IMC は終了します。
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IMC ライセンス情報の確認

IMC の起動画面上、起動後は HELP > About IMC で、ドングルに登録されている

ライセンス情報を見ることができます。

1. IMC を起動します。

2. IMC の起動画面が表示されます。この画面上にライセンス情報が表示され

ます。あるいは起動後メニューから HELP > About IMC を選択します。

IMC Version 名：　現在インストールされている IMC の Version 名です。

ライセンス ID：　現在使用中の IMC のライセンス ID です。

ドングル ID：　現在 USB ポートに差し込まれているドングルの ID です。

ライセンス登録日：　IMC ライセンスが登録された日付です。

ライセンス更新期限：　現在のライセンスで IMC を VersionUp できる期限です。

ライセンス ID、ドングル ID、ライセンス登録日、ライセンス更新期限は、初期登

録段階では、ライセンスシートに記載されている情報と一致します。

このウィンドウの背景色は、通常は青色ですが、更新期限が 1 か月以内となると、

オレンジ色となります。また、更新期限を超過すると、赤色となります。
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新ドングル (LDK) の更新・アップグレード

ライセンス更新が必要なケース

ライセンスの更新が必要な場合は以下のとおりです。

1. ライセンス購入後 1 年以上経過し、かつ IMC の同一エディションの最新の

Version をダウンロード、インストールしたいとき。

2. IMC のエディションを上位製品にアップグレードしたいとき、あるいは下

位製品にダウングレードしたいとき。

ライセンス更新手続きのあらまし

ライセンス更新が必要となった場合は、以下の手続きが必要です。

・リクエストファイルを作成し、インシリコバイオロジーにメール添付で送付

 ファイルの拡張子は　*. c2v です。

・インシリコバイオロジーから更新用ファイルが返送されます。

 手動操作のため、少し時間がかかる場合があります。

 ファイルの拡張子は、*.V2C です。

・上記操作のためのソフトウェア RemoteHardkeyUtility 起動方法

• IMC Install USB から起動する場合

• IMC のインストールディレクトリから起動する場合

• 表示中の IMC Main Window メニューから起動する場合

IMC Install USB から起動する場合

新ドングル LDK を USB Port に差し込みます。

Terminal  (Mac), Power Shell (Win) を起動します。

Mac では、/Volumes/imcxxx/Mac/Utilities に移動します。

Win では、imcxxx のドライブ :Win/Utilities に移動します。

java -jar RemoteHardkeyUtility.jar -Xmx1000m

IMC のインストールディレクトリから起動する場合

表示中の IMC Main Window メニューから起動する場合

1. メニュー　⇒　INFO ⇒　Launch Remote Hardkey Utility をクリックしま

す。
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2. Remote Hardkey Utility ダイアログが表示されます。

3. ダイアログ左側ペインで、リクエストファイルの生成、右側ペインで更新ファ

イルの反映を実行できます。

RemoteHardkeyUtility の操作方法

ステップ１　リクエストファイルの生成

左側ペインにてリクエストファイルを生成します。

1. 新ドングル（LDK) を USB Port に差し込みます。

2. Click Here to Generate Request File (C2V) をクリックします。

3. 正しく生成された場合は、青字のメッセージで、生成リクエストファイルの絶

対パス＋ファイル名が表示されます。

4. 

5. エラーとなった場合は、赤字のメッセージが表示されます。新ドングル（LDK)
が正しく差し込みまれいるかを確認してから、再度クリックします。
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6. 

7. 生成できた場合は、Close ボタンをクリックします。

8. ダイアログが終了します。

9. メールダイアログが設定されている場合は、宛先に以下のアドレスを入力しま

す。デフォルトですでに入力されて場合もあります。

10. ref.. ボタンをクリックして、生成されたリクエストファイルを選択します。

11. 生成リクエストファイルへの絶対パスが表示されます。

12. C2V ファイルを 2 回以上生成した場合は、かならず最後に生成したファイ

ルをお送りください。最新ではない C2V ファイルを使用して作成された V2C
ファイルをステップ２で使用するとエラーとなります。

13. メールアドレスとリクエストファイルの絶対パスがただしければ、送信ボ

タンをクリックします。

14. 更新ファイルの生成はオフライン作業で行われる場合、返送までしばらく

お待ちください。

ステップ２　更新ファイル（*.V2C）受け取りとライセンスの反映

ライセンス更新ファイル（*.V2C）は、メール添付の形式でインシリコバイオロジー

社から返送されます。更新ファイル添付メールを受診後、新ドングル（LDK）への更

新の反映を操作します。この操作は Remote Hardkey Utility ダイアログの右側ペイ

ンで行います。
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1. メール添付の更新用ファイル（*.V2C) を任意の場所に保存します。

2. 新ドングル（LDK) を USB Socket に差し込みます。

3. Locate V2C File...　をクリックします。

4. ファイル選択ダイアログが表示されます。

5. 

6. 更新用ファイルを選択します。

7. 選択された更新用ファイルへのパスが表示されます。

8. 

9. 青字で V2V ファイルへの絶対パスが表示され他場合は、Click Here to Apply 
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Update to your Hardkey (LDK) をクリックします。

10. 

11. 青字で License is Successfully Update が表示された場合は、ライセンス

が正しく LDK に書き込まれています。

12. 

13. 赤字でエラーメッセージがが表示された場合は、以下の原因が考えられま

す。

• 新ドングル（LDK) が USB Port に差し込まれていない。

• V2C ファイルが選択されていない。

• V2C ファイルではないファイルが指定された。

• リクエストファイル c2v に対応しない V2C ファイルが設定された。
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ご質問やご意見について

ご質問ご意見の送付先

ご質問やご意見は以下のメールアドレスに送信してください。

info(at)insilicobiology.co.jp
このとき、メールの件名はなるべく具体的な件名にしてください。メールは自動分

類されるため、件名が簡単すぎる場合はメールが誤り分類され、回答までに時間がか

かる恐れがあります。

ご質問やご意見の内容について

IMC へのご質問やご意見はなるべく具体的にご記入ください。できればデータや

画面ダンプ、要望の場合はスケッチなどを添付してくださるようお願いいたします。

また、回答のために必要な個人情報を記入お願いいたします。弊社の個人情報保護規

定は、ホームページ上に公開されています。

トラブル発生の場合、明記いただきたい項目

IMC に不具合が発生した場合のご質問は上記の他に、以下の項目を明記してくだ

さい。

1. 使用中の IMC の Edition 名と Version 名

2. 使用中の IMC のライセンス ID（IMC 起動画面上に表示されます）

3. 使用中の PC あるいは Mac の機種名

4. 使用中の OS の Version 名

5. 実装されているメモリーサイズ

6. 指定した JavaMemory 割当サイズ

7. 使用したデータ

8. トラブル発生の際の具体的な操作手順

本編最終行です。
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